
平成２８年度 発掘調査速報展 

はじめに 

 発掘調査速報展
はっくつちょうさそくほうてん

は、弘前市教育委員会が平成９年度から毎年開催しているもので、今回が２０回目と

なります。 

 今回紹介する遺跡
い せ き

は、平成 28度に実施した市内１０遺跡１１か所の発掘調査のうち、縄文
じょうもん

時代や平安
へいあん

時代の集落跡・中世
ちゅうせい

の城館跡
じょうかんあと

である葛原館
くずはらだて

や坂本館
さかもとだて

、縄文時代・平安時代・中世の集落跡である油伝
あぶらでん

（２）

遺跡、江戸時代の寺院である史跡
し せ き

津軽
つ が る

氏
し

城跡
しろあと

弘前
ひろさき

城跡
じょうあと

長勝寺構
ちょうかちじがまえ

（永泉寺
えいせんじ

）、弘前藩
ひろさきはん

が江戸時代に構築し

た高照神社馬場跡
たかてるじんじゃばばあと

の計５遺跡６か所です。 

 近年、開発により多くの遺跡が失われていく中、個性豊かな地域の歴史的・文化的な環境を形づくる

重要な遺産である史跡
し せ き

や遺跡を訪れる人は増加しており、史跡・遺跡の保護
ほ ご

に対する関心も高まってき

ています。 

 本速報展は、このような中で、市民のみなさまにとって遺跡がより身近なものであり、また、先人が

残した貴重な文化遺産でもあることを感じていただくと共に、遺跡の保護についてご理解とご協力が得

られることを願い、開催しているものです。 

 平成２９年３月現在で当市の遺跡数は４５４ヶ所を数えますが、まだまだ未発見の遺跡がたくさん存

在するものと思われます。もし、皆さんの周りで土器や石器を発見したら、ぜひ文化財課
ぶ ん か ざ い か

までご連絡く

ださるよう、お願い申し上げます。 

 

葛原館 

所 在 地：大字宮地
み や じ

字宮本
みやもと

 

主な時代：縄文時代、平安時代、中世 

調査期間：平成２８年５月９日～５月１９日 

調査面積：３９㎡ 

調査原因：個人住宅建設 

説  明： 

 葛原館は、弘前市中心部から北西約７km に位置し、

現況は宅地となっています。当地は、標高約５７ｍを測り、岩木川の支流である後長根川
うしろながねがわ

と羽黒川
はぐろかわ

の合

流点に当たります。『青森県の中世城館』によると、南郭
くるわ

・北郭の 2 つの郭が残っており、北郭の西側

にはもう 1つの郭があった可能性があるとしています。郭間には幅 6～9ｍ、深さ 2～3ｍの堀
ほり

が残され

ているとしている。本館の北側を通る百沢街道
ひゃくさわかいどう

は古くから重要な交通路であったと考えられ、本館は交

通の要所を抑えたいたとしています。 

調査の結果、縄文時代の竪穴建物跡
たてあなたてものあと

１軒・土坑
ど こ う

５基・溝
みぞ

跡１条、平安時代の竪穴建物跡（カマドのみ

検出）１軒・土坑３基・溝跡２条・柱穴列
ちゅうけつれつ

１基等が検出されました。縄文時代や平安時代、時期不明の

柱穴跡は３０基検出されました。 遺物は、縄文土器や土師器
は じ き

、須恵器
す え き

、石器が出土しています。縄文

土器は、縄文時代中期前半頃（今から約５０００年前）の円筒上層
えんとうじょうそう

a～c式や、縄文時代後期後半（今か

ら約３５００年前）の瘤付土器
こ ぶ つ き ど き

等が出土しています。土師器や須恵器は、特徴などから１０世紀中頃以

降（今から約１０７０年前）のものと考えられます。 

作業風景 



坂本館 

所 在 地：大字館後
たてうしろ

字新田
しんでん

地内 

主な時代：縄文時代、平安時代、中世 

調査期間：平成２８年６月２２日～１２月２日 

調査面積：１,２７３㎡ 

調査原因：市道国吉館後線改築
しどうくによしたてうしろせんかいちく

 

説  明： 

 坂本館は、弘前市街地の南西部、蔵助沢
くらすけさわ

川左岸の河岸

段丘上、標高約８２～９８ｍに位置しています。市道整備に伴い、平成２８年度から発掘調査を実施し

ています。平成２９年度も発掘調査を実施し、平成３０年度に発掘調査報告書を刊行する予定です。 

 調査の結果、縄文時代の竪穴建物跡３軒・土坑４７基・土器埋設遺構
ど き ま い せ つ い こ う

２基・捨て場１か所、平安時代

の竪穴建物跡１軒、平安以降と考えられる掘立柱建物跡
ほったてばしらたてものあと

１棟・溝跡２条・畝状遺構
うねじょういこう

（畑の痕）２面、柱穴跡
ちゅうけつあと

等が検出されました。縄文時代の土坑の中には、深さ１～１.５ｍ、開口部直径１ｍ、底面直径１.５～２

ｍのフラスコ状土坑が１０基検出されました。主に堅果
け ん か

類等の食べ物を貯蔵する穴（貯蔵穴
ちょぞうけつ

）として使

われていたようです。また、墓として利用される例もありますが、今回の調査では、そのような痕跡は

見つかりませんでした。検出されたフラスコ状土坑は、出土土器等から、縄文時代前期後葉頃（今から

約５５００年前、円筒下層 d１～d２式頃）と考えられます。 

 

高照神社馬場跡 

所 在 地：大字高岡
たかおか

字獅子沢
し し さ わ

 

主な時代：江戸時代 

調査期間：平成２８年５月２３日～６月２１日 

調査面積：３５１㎡ 

調査原因：馬場跡の市史跡指定及び整備 

説  明： 

高照神社馬場跡は、弘前市街地から西へ約９.５km、岩

木山麓の南西部に位置しています。市の史跡指定及び整備のため、試掘調査を実施しました。当馬場は、

文献によると文政
ぶんせい

１３年（１８３０）に完成したとあります。「高照神社境内絵図」（弘前市立博物館蔵）

によると、規模は東西８０間（１５６m）、南北８間（１５.６m）とあります。神馬
し ん め

を牽
ひ

き歩かせる等の

神事
し ん じ

が行われたとされています。全国的にも馬場跡自体が残っているところは稀であり、当馬場跡は貴

重です。 

 調査の結果、規模は絵図の通り、東西約１５６m、南北約１５.６m を測ります。馬場の造成土
ぞうせいど

中から

陶磁器が１点出土しました。１９世紀前半頃の肥前系染付碗
ひぜんけいそめつけわん

であり、文献の通り、馬場はその頃に構築

されたと考えられます。 
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【展示に関する問い合せ先】 

弘前市教育委員会 文化財課埋蔵文化財係（岩木庁舎３階） 

〒036－1393 弘前市大字賀田一丁目１－１   ℡ 0172－82－1642（直通） 内線 768・652 
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